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文
政
七
年
、茅
根
伊
左
衛
門
為
俊
の
子
と
し
て
誕

生
。
母
は
増
子
幸
八
郎
叔
茂
の
女
。

伊
予
之
介
は
為
俊
の
嫡
男
で
あ
っ
た
が
、父
の
死

後
に
生
ま
れ
た
た
め
に
伯
父
・
為
敬
が
家
督
相
続
し
て

い
た
。
天
保
二
年
、伯
父
の
養
子
と
な
り
茅
根
家
の
後

継
と
な
っ
た
。
天
保
十
四
年
七
月
に
は
藩
校
の
弘
道

館
の
開
設
に
向
け
て
弘
道
館
長
に
任
ぜ
ら
れ
、藩
士

の
教
育
に
従
事
し
た
。
弘
化
元
年
、藩
主
・
徳
川
斉
昭

が
江
戸
幕
府
か
ら
嫌
疑
を
受
け
て
致
仕
・
謹
慎
す
る
と
、

宥
免
運
動
に
参
加
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
伊
予
之
介
も

職
を
解
か
れ
る
が
、下
野
し
て
い
る
間
、家
塾
・
養
正

舎
を
開
き
、国
家
の
た
め
に
尽
く
す
人
材
を
養
成
す

る
道
を
歩
ん
だ
。

そ
の
後
、藩
内
の
尊
皇
攘
夷
派
と
佐
幕
派
の
対
立

が
激
化
す
る
と
、伊
予
之
介
も
尊
皇
派
と
し
て
抗
争

に
参
加
、斉
昭
が
復
権
を
果
た
す
と
同
時
に
伊
予
之

介
も
復
職
し
た
。
安
政
元
年
、マ
シ
ュ
ー
・
ペ
リ
ー
提

督
率
い
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
東
イ
ン
ド
艦
隊
が
日
本

に
再
来
し
、江
戸
表
の
緊
張
が
高
ま
っ
た
た
め
、伊
予

之
介
は
水
戸
藩
江
戸
藩
邸
の
警
護
の
任
に
就
い
た
。

同
年
四
月
に
は
小
十
人
組
、弘
道
館
訓
導
の
職
を
経

て
、十
二
月
に
は
郡
奉
行
奥
右
筆
頭
取
と
な
り
、藩
内

佐
幕
派
の
一
大
勢
力
で
あ
っ
た
結
城
寅
寿
ら
結
城
派

の
取
り
締
ま
り
、処
罰
に
尽
力
し
た
。
以
後
は
藩
校
・

弘
道
館
の
開
設
に
尽
く
し
、同
年
十
月
に
は
江
戸
定

府
と
な
る
。
安
政
四
年
十
一
月
、奥
右
筆
頭
取
を
兼
務

し
、翌
安
政
五
年
、藩
主
斉
昭
が
幕
府
の
大
老
・
井
伊

直
弼
と
の
対
立
に
よ
り
蟄
居
謹
慎
と
な
り
、再
び
斉

昭
の
宥
免
運
動
に
奔
走
す
る
一
方
、将
軍
継
嗣
問
題

に
絡
み
、斉
昭
の
実
子
・
徳
川
慶
喜
を
将
軍
後
継
に
定

め
る
運
動
を
続
け
た
。

し
か
し
、戊
午
の
密
勅
、安
政
の
大
獄
、日
米
修
好

通
商
条
約
調
印
の
問
題
に
絡
み
、尽
く
井
伊
側
と
対

立
し
た
結
果
、幕
府
よ
り
不
穏
分
子
と
し
て
警
戒
を

招
き
、安
政
六
年（
一
八
五
九
年
）、伊
予
之
介
は
と
も

に
国
事
に
奔
走
し
て
い
た
水
戸
藩
家
老
・
安
島
帯
刀
と

と
も
に
幕
府
評
定
所
に
出
頭
を
命
ぜ
ら
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。
評
定
所
に
出
頭
し
た
伊
予
之
介
は
摂
津
国

三
田
藩
九
鬼
氏
の
江
戸
藩
邸
に
預
け
ら
れ
、同
年
四

月
、死
罪
の
評
定
を
受
け
、八
月
二
十
七
日
、伝
馬
町

の
牢
内
で
斬
首
と
な
っ
た
。

子
に
一
男（
熊
太
郎
）一
女
あ
り
。

墓
所
は
茨
城
県
水
戸
市
松
本
町
常
磐
共
有
墓
地
。

位
階
は
贈
正
四
位
。

創
成
期
の
御
英
霊

創
成
期
の
御
英
霊

創
成
期
の
御
英
霊

茅
根
伊
予
之
介
泰
命

従
五
位

人
見

寧

書

◆
碑
陰

明
治
十
年
春
西
南
之
乱
、吾
輩
奉
勅
従
軍
始
撃
賊

干
熊
本
県
下
至
九
月
二
十
四
日
奏
捷
干
鹿
児
島
県
城

山
戦
数
十
合
、死
者
亦
衆
、吾
輩
幸
獲
凱
旋
之
建
碑

於
常
盤
邨
鎮
霊
社
請
県
令
人
見
君
題
字
、以
弔
慰
死

者
之
魂
。

◆
読
み
下
し
文

明
治
十
年
春
西
南
の
乱
、吾
輩
勅
を
奉
じ
従
軍
し

始
に
賊
を
熊
本
県
下
に
撃
つ
九
月
二
十
四
日
に
至
り

捷
を
鹿
児
島
県
城
山
に
奏
す

戦
ひ
数
十
合
死
者

亦

衆
、吾
輩
幸
ひ
凱
旋
を
獲え

乃
す
な
わ
ち

碑
を
常
盤
邨

鎮
霊
社
に
建
つ

県
令
人
見
君
に
題
字
を
請
ひ
、以

て
死
者
の
魂
を
弔
慰
す

◆
解
説

こ
の
碑
は
明
治
十
年(

一
八
七
七
年)

西
南
の
役

に
従
軍
し
、凱
旋
し
た
者
が
常
盤
邨(

村)

鎮
霊
社
に
、

死
者
の
魂
を
弔
慰
す
る
た
め
建
て
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

碑
文
は
碑
陰
の
上
段
に
刻
ま
れ
て
あ
り
中
段
・
下

段
に
は
従
軍
し
て
凱
旋
し
、こ
の
碑
の
建
立
者
と
思

わ
れ
る
六
十
二
名
の
氏
名
が
刻
ま
れ
て
あ
り
ま
す
。

碑
文
は
次
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

明
治
十
年
春
に
勅
命
に
よ
り
従
軍
し
た
。
始
め
に
賊

を
熊
本
県
下
に
撃
っ
た
。

九
月
二
十
四
日
に
至
り
鹿
児
島
県
城
山
で
勝
利
を

得
た
が
戦
い
は
数
十
面
に
及
び
戦
死
者
も
多
か
っ
た
。

私
た
ち
は
幸
い
凱
旋
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

直
ち
に
常
盤
邨(

村)

の
鎮
霊
社
に
碑
を
建
て
、県

令
人
見
君
に
題
字
を

願
い
死
者
の
魂
を
弔

い
慰
め
る
も
の
で
あ
る
。

茨
城
縣
護
國
神
社
の
慰
霊
碑

丁
丑
殉
節
碑

第
二
回
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崇
敬
奉
賛
会

敬
神
女
性
の
会

特
攻
勇
士慰

霊
顕
彰
会

❺
各
種
行
事
の

ご
案
内

❻
大
祭
案
内

❼
紙
札
頒
布

十
月
二
十
六
日
、
清
掃
奉
仕
並
び
に
教
養

研
修
会
を
執
り
行
い
ま
し
た
。

本
来
で
し
た
ら
御
垣
内
清
掃
奉
仕
と
な
り

ま
す
が
、あ
い
に
く
の
雨
模
様
の
為
、

殿
内
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。

清
掃
奉
仕
後
の
教
養
研
修
会

で
は
飯
塚
宮
司
に
よ
る
講
話
、

神
職
に
よ
る「
護
国
神
社

の
歴
史
」の
講
義
が

行
わ
れ
、大
変
有
意
義
な

研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。

❶
昇
殿
参
拝

❷
記
念
品
の
贈
呈

❸
社
報
の
送
付

❹
祭
典
案
内

会
員
募
集

皆
様
の
御
入
会
を

お
待
ち
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す

◇
年
会
費

一
、〇
〇
〇
円

◇
活
動
内
容

大
祭
奉
仕

月
次
祭
・
各
種
祭
典
の
参
列

御
垣
内
清
掃
奉
仕

講
習
会
・
研
修
会
等

（
財
）特
攻
戦
没
者
慰
霊
顕
彰
会
よ
り

「
特
攻
勇
士
像
」が
奉
納
さ
れ
た
事
を

受
け
年
一
度
の
慰
霊
祭
を
斎
行
す
る

事
を
目
的
と
し
平
成
三
十
年
に
設
立

さ
れ
ま
し
た
。

ご
入
会
希
望
の
方
は
事
務
局

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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奉
仕
団
体

茨
城
県
神
道
青
年
会

水
戸
市
雅
楽
会

茨
城
縣
護
國
神
社
敬
神
女
性
の
会

初
穂
料

○
責
任
役
員

狩
野
安

加
藤
浩
一

雨
谷
精
一

○
総
代

大
髙
哲
男

宇
佐
美
惠
三

大
月
智
子

小
原
大
森

梶
間

稔

久
信
田
猛

佐
々
木
克
徳

篠
崎
正
己

鈴
木
泉

鈴

木
裕
士

園
部
満

滝
一
司

新
堀
弘
子

吉
田
敏
子

○
会
社
・
団
体

㈲
加
倉
井
総
業

㈱
君
山
重
機

㈲
ア
エ
ル

常
盤
警
備
保

障
㈱

㈱
柴
沼
金
物

玉
姫
醤
油
醸
造

㈱
水
戸
基
礎
工

業

吉
久
保
酒
造
㈱

大
和
奉
製

㈱
常
陽
銀
行

㈱
豊

島
工
務
店

お
菓
子
処
ひ
ろ
せ

㈱
鈴
木
電
気
商
会

茨
城

ヤ
ナ
セ
㈱

石
山
仏
具
店

水
戸
中
央
青
果
㈱

㈱
小
貫
写

真
館

東
洋
工
業
㈱

阿
さ
川
製
菓
㈱

栗
原
石
材
㈲

川

上
産
業
㈱

正
立
産
業
㈱

昭
和
建
設
㈱

㈱
田
宮

㈱
友

部
豊
吉
商
店

㈲
白
牡
丹

イ
セ
ヤ
産
業
㈱

㈱
富
士
ビ
ル

松
野
工
芸

東
冷
サ
ー
ビ
ス
㈱

㈱
横
田
建
設

㈱
伊
勢
甚

本
社

茨
城
電
設
㈱

㈱
吉
田
石
油

㈱
水
戸
京
成
百
貨
店

奥
順
㈱

北
関
東
フ
ァ
ミ
リ
ー
㈱

コ
ス
モ
綜
合
建
設
㈱

ネ
ッ

ツ
ト
ヨ
タ
水
戸
㈱

ネ
ッ
ツ
ト
ヨ
タ
茨
城
㈱

茨
城
ダ
イ
ハツ
販

売
㈱

茨
城
い
す
ゞ
自
動
車
㈱

茨
城
ト
ヨ
ペッ
ト
㈱

日
産

プ
リ
ン
ス
茨
城
販
売
㈱

茨
城
日
産
自
動
車
㈱

㈱
ヤ
マ
ト
建

築
設
計
事
務
所

㈱
鈴
木
茂
兵
衛
商
店

㈱
オ
フ
ィ
ス
デ
ヴ
ィ

ス
カ
ル
ノ

㈱
セ
ン
ト
ラ
ル
・
メ
ッ
セ

損
害
保
険
ジ
ャ
パ
ン
日
本

興
亜
㈱

常
陽
保
険
サ
ー
ビ
ス
㈱

㈱
ラ
イ
フ
キ
ー
パ
ー
・
ジ
ャ

パ
ン

茨
城
県
信
用
組
合

水
戸
信
用
金
庫

水
戸
中
央
病

※
敬
称
略
・
順
不
同

院

山
縣
産
婦
人
科

江
幡
内
科
医
院

江
幡
産
婦
人
科
・

内
科
医
院

(

医)

石
渡
会
石
渡
産
婦
人
科
病
院

茨
城
県
商

工
会
議
所
連
合
会

水
戸
商
工
会
議
所

(

一
社)

水
戸
観
光
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会

茨
城
県
農
業
協
同
組
合
中
央
会

茨
城

県
林
業
協
会

(

一
社)

茨
城
県
建
設
業
協
会

水
戸
中
央
水

産
協
同
組
合

Ｊ
Ａ
茨
城
中
央
会
・
各
連
合
会

茨
城
県
食

糧
販
売
協
同
組
合

茨
城
偕
行
会

(

一
社)

実
践
倫
理
宏
正

会

野
村
花
火
㈱

偕
楽
園
公
園
セ
ン
タ
ー

○
遺
族
会
関
係

水
戸
市
遺
族
会

笠
間
市
遺
族
連
合
会

笠
間
市
遺
族
連
合

会
岩
間
支
部

下
妻
市
遺
族
会

牛
久
市
遺
族
会

稲
敷
市

遺
族
会

鉾
田
市
遺
族
会

日
立
市
遺
族
会

東
海
村
遺
族

会

結
城
市
遺
族
連
合
会

鹿
嶋
市
遺
族
会

鉾
田
市
遺
族

会
旭
支
部

常
総
市
戦
没
者
遺
族
会

ひ
た
ち
な
か
市
遺
族

会

高
萩
市
遺
族
会

北
茨
城
市
連
合
遺
族
会

常
陸
太
田

市
常
陸
太
田
遺
族
会

(

一財)

茨
城
県
遺
族
連
合
会

英
霊
に

こ
た
え
る
会
茨
城
県
本
部

○
神
社
関
係

靖
國
神
社

鹿
島
神
宮

大
洗
磯
前
神
社

東
照
宮

常
磐

神
社

筑
波
山
神
社

大
杉
神
社

春
日
神
社

大
宮
大
神

鹿
嶋
神
社

香
取
神
社

境
香
取
神
社

吉
田
神
社

竈

神
社

五
所
駒
瀧
神
社

常
陸
國
總
社
宮

酒
列
磯
前
神
社

新
宮
素
鵞
神
社

高
岡
神
社

鹿
島
高
房
神
社

天
録
稲
荷

神
社

宗
教
法
人
回
天
神
社

八
坂
神
社

大
神
宮

茨
城

県
神
社
庁

茨
城
県
神
社
庁
水
戸
支
部

茨
城
県
神
道
青
年

会

茨
城
県
神
社
総
代
連
合
会

敬
神
女
性
の
会

茨
城
縣

護
國
神
社
崇
敬
奉
賛
会

櫻
門
之
會

○
水
戸
市
内
町
内
会

清
水
清
和
会

水
門
町
町
内
会

柵
四
町
内
会

下
梅
香
町

内
会

白
銀
町
町
内
会

本
七
丁
目
町
内
会

裡
五
軒
町
町

内
会

袴
塚
一
丁
目
町
内
会

谷
中
二
丁
目
町
内
会

谷
中

三
丁
目
町
内
会

愛
宕
町
西
部
町
内
会

新
原
二
丁
目
西
部

町
内
会

朝
日
町
二
区
町
内
会

松
本
町
二
丁
目
一
区
町
内
会

藤
沢
小
路
西
武
町
内
会

浜
田
二
丁
目
三
班
町
内
会

南
町

三
丁
目
商
店
街
振
興
組
合

裡
南
町
自
治
会

○
崇
敬
者

木
村
健
三　
　
　

野
口
真
一　
　
　

寺
田
祥
子

奉奉奉
仕
・
奉

仕
・
奉

仕
・
奉
納納納

秋
季
大
祭

〒
三
一
〇-

〇
八
五
二

水
戸
市
笠
原
町
一
七
五
三-

一

環
境
ウ
ィ
ザ
ー
ド

株
式
会
社

代
表
取
締
役

櫻

場

明

子

☎
〇
二
九
（
三
〇
五
）
〇
八
〇
〇

〒
三
一
九-

〇
三
二
三

水
戸
市
鯉
淵
町
一
一
九
九

株
式
会
社

鯉

渕

工

業

☎
〇
二
九
（
二
五
九
）
二
七
五
〇

〒
三
一
一-

四
一
四
三

水
戸
市
大
塚
町
八
六
六-

一

有
限
会
社

ク
シ
ダ
リ
ー
ス

☎
〇
二
九
（
二
五
七
）
七
一
八
一

〒
三
一
〇-

〇
九
〇
三

水
戸
市
堀
町
一
八
四
四-

一
〇

盟

和

製

作

所

☎
〇
二
九
（
二
五
一
）
〇
一
九
九

〒
三
一
〇-

〇
〇
一
二

水
戸
市
城
東
一-

五-

二
一

ワ
タ
ヒ
キ
印
刷
㈱

☎
〇
二
九
（
二
二
一
）
四
三
八
一
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例
年
、「
世
界
平
和
の
日
」に
あ
た
る
九
月
二
十
一
日

に
御
神
前
に
お
い
て
奉
納
揮
毫
行
事
が
行
わ
れ
て
お
り

ま
し
た
が
、本
年
は
コ
ロ
ナ
禍
の
為
日
程
を
変
更
し
て

正
式
参
拝
と
奉
納
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

県
内
神
社
に
参
拝
さ
れ
た
方
の
手
に
よ
っ
て
、コ
ロ
ナ
禍

の
早
期
終
息
と
平
和
へ
の
祈
り
が
込
め
て
折
ら
れ
た
折
り

鶴
が
茨
城
県
神
道
青

年
会(

会
長
松
田
紘

和)

に
よ
っ
て
奉
納
さ

れ
ま
し
た
。

神
道
青
年
会
は
県

内
青
年
神
職(

四
十

歳
以
下)

で
構
成
さ

れ
、様
々
な
奉
仕
活
動

を
行
って
お
り
ま
す
。

桐
原
元
雄　
　
　

大
谷
真
也　
　
　

髙
野
正
子

原
田
種
雄　
　
　

倉
持
國
雄　
　
　

宮
崎
雅
彦

長
嶋
勉　
　
　
　

野
口
茂
雄　
　
　

蔀
幸
男

鈴
木
明　
　
　
　

飯
村
弘
道　
　
　

飯
村
早
苗

小
松
た
け　
　
　

林
由
香
里　
　
　

秋
山
節

柏
よ
し
え　
　
　

大
山
見
栄
子　
　

佐
藤
弘
子

佐
藤
順
子　
　
　

鈴
木
由
恵　
　
　

戸
崎
敏
子

増
子
隆
子　
　
　

布
施
ア
ツ
子　
　

大
内
登
紀
子

馬
塲
信
義　
　
　

緋
咲
レ
イ
ラ　
　

羽
富
智
恵
子

宇
津
木
紀
美
子

山
野
辺
浩
平　
　

中
山
三
土

小
室
孝
一

神
饌茨

城
県
酒
造
組
合

㈱
笹
目
宗
兵
衛
商
店

愛
友
酒
造
㈱

府
中
誉
㈱

青
木
酒
造
㈱

村
井
醸
造
㈱

石
岡
酒
造
㈱

㈱
武
勇

明
利
酒
類
㈱

磯
蔵
酒
造
㈲

森
島
酒
造
㈱

㈱

山
中
酒
造
店

㈾
浦
里
酒
造
店

岡
部
合
名
会
社

結
城
酒

造
㈱

㈱
家
久
長
本
店

吉
久
保
酒
造
㈱

木
内
酒
造
㈾

来
福
酒
造
㈱

金
門
酒
蔵
㈱

㈱
剛
烈
酒
造

㈾
廣
瀬
商
店

㈴
椎
名
酒
造

須
藤
本
家
㈱

㈱
竹
村
酒
造

㈱
月
の
井
酒

造

㈱
西
岡
本
店

根
本
酒
造
㈱

野
村
醸
造
㈱

黒
澤
醤

油
店

玉
姫
醤
油
醸
造

㈱
伊
藤
園

コ
カ
・コ
ー
ラ
ボ
ト
ラ
ー

ズ
ジ
ャ
パ
ン
㈱

櫻
門
之
會

新
井
自
動
車
工
業
所

酒
列
磯

前
神
社
宮
司
海
後
宗
郷

春
日
神
社
宮
司
掛
札
敏
成

修

養
団
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
友
の
会
大
平
順
一

初
穂
米

○
九
十
㎏　
　
　

平
沼

と
し
子

○
三
十
㎏　
　
　

小
峰

義
雄　
　

山
口

秀
男

　
　
　
　
　
　
　

藤
枝

和
一　
　

三
村

進

　
　
　
　
　
　
　

木
村

敏
枝　
　

寺
田

仁
一

　
　
　
　
　
　
　

青
木

正
男　
　

鈴
木

裕
士

　
　
　
　
　
　
　

友
常

雅
夫　
　

下
河
邊

一
良

○
二
十
㎏　
　
　

関
野

隆
儀

○
十
㎏　
　
　
　

中
島

七
郎　
　

打
越

健

　
　
　
　
　
　
　

石
川

武

○
五
㎏　
　
　
　

皆
川

忠
雄　
　

大
内

正
光

○
一
袋　
　
　
　

川
和

な
ほ　
　

秋
田

賢
治

清
酒柏

井

壽
恵　
　
　

鹿
取

豊　
　
　
　

大
越

愛
子

浅
野

次
郎　
　
　

渡
辺

智
明　
　
　

小
林

清
春

浅
野

幸
男　
　
　

新
妻

征
貫　
　
　

長
峰

享

島
田

常
雄　
　
　

田
仲

剛　
　
　

吉
田

靖
和

修
養
団
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
友
の
会
大
平

順
一

高
清
材
木
店
小
林

豊

神
饌坪

沼

浩　
　
　
　

島
田

常
雄　
　
　

田
口

勘
司

加
藤

浩
一　
　
　

桑
名

秀
夫　
　
　

菊
池

洋
子

長
谷
川

攻　
　
　

木
村

芳
城　
　
　

飯
田

ヤ
ク

増
子

隆
子　
　
　

茂
木

清
隆　
　
　

須
藤

喜
美
子

大
月

智
子　
　
　

吉
田

敏
子　
　
　

諸
岡

俊
子

前
沢　
　
　
　
　
　

平
沼

と
し
子　
　

海
老
沢

利
光

外
山

茂
登
子

茨
城
県
神
道
青
年
会

敬
神
女
性
の
会
副
会
長
林
由
香
里

高
清
材
木
店
小
林
豊

生
花

加
藤
木

正
道　
　

茂
垣

正
義

千
羽
鶴

小
沼

紀
代
子

書
籍
『
日
本
書
記
入
門
』

久
野

潤

朝
顔

小
川

明

十
月

二
十
四
日　
　

古
河
市
遺
族
会

八
十
七
名

　
　
　

二
十
六
日　
　

敬
神
女
性
の
会

二
十
名

十
一
月

十
五
日　
　

長
生
郡
遺
族
会

二
十
一
名

十
月

二
十
六
日　
　

敬
神
女
性
の
会

十
一
月　
　

三
日　
　

茨
城
県
遺
族
連
合
会
青
年
部

　
　
　
　
　

六
日　
　

水
戸
市
遺
族
会

毎
月
第
一
日
曜
日　
　

阿
含
宗
茨
城
連
絡
所

毎
月
一
・
十
五
日　
　

敬
神
女
性
の
会

自

令
和
三
年

五
月
二
十
一
日

至

令
和
三
年
十
一
月

十
四
日

奉
　
　

納

団
体
参
拝

「
み
ん
な
で
千
羽
鶴
を
届
け
よ
う

〜
未
来
へ
の
祈
り
〜
」

千
羽
鶴
奉
納

清
掃
奉
仕

水
戸
葵
陵
高
校
書
道
部

奉

納

揮

毫



さ く ら 山令和４年１月１日 第４号 （12）

祭
典
行
事

十
二
月

三
十
一
日

年
越
大
祓
式

十
五
時
よ
り

一
月

　
　

一
日

元
旦
祭

八
時
よ
り

　
　

三
日

元
始
祭

八
時
半
よ
り

十
五
日

月
次
祭
並
び
に
古
神
札
焼
納
祭

(
ど
ん
ど
焼
き) 

十
時
よ
り

二
月

　
　

一
日

ひ
な
人
形
展

〜
三
月
二
十
一
日
ま
で

　
　

九
日

創
祀
記
念
祭

十
時
よ
り

十
一
日

建
国
記
念
祭

十
時
よ
り

十
七
日

祈
年
祭

十
時
よ
り

二
十
三
日

天
長
祭

十
時
よ
り

三
月彼

岸
日

春
分
祭

十
時
よ
り

四
月

　
　

十
日

春
季
大
祭

一
日
、十
五
日
は
月
次
祭

十
時
よ
り

月
次
祭
初
穂
料

一
、〇
〇
〇
円
以
上

ご
自
由
に
ご
参
列
く
だ
さ
い

インスタグラム
こちらから

▲

公式ホームページ
こちらから

▲

Twitter
こちらから

▲

祈

願

祈
願
時
間

元
日

午
前
〇
時
〜
午
後
六
時

二
〜
三
日

午
前
九
時
〜
午
後
六
時

四
日
以
降

午
前
九
時
〜
午
後
四
時

祈
願
初
穂
料

個
人

五
、〇
〇
〇
円
か
ら

企
業
・
団
体

一
〇
、〇
〇
〇
円
か
ら

願
意

家
内
安
全
・
身
体
健
全
・
厄
除
・
方
位
除
・
商
売
繁
盛
・
合
格

祈
願
等

※
神
札
に
書
き
入
れ
る
願
意
は
一
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

献

灯

御
英
霊
の
慰
霊
安
鎮
、疫
病
退
散
、皆
様
の
御
健
勝
、御
発
展
の

祈
り
を
込
め
た
提
灯
を
掲
げ
ま
す
。

期
間十

二
月
三
十
一
日
か
ら
一
月
二
十
日

初
穂
料

大

一
〇
、〇
〇
〇
円

小

五
、〇
〇
〇
円

申
込
締
切

十
二
月
十
五
日

新
年
奉
納

新
年
を
寿
ぎ
、皆
様
の
お
供
え
を
致
し
ま
す
。

献
酒

一
口

二
、〇
〇
〇
円

献
餅

一
口

三
、〇
〇
〇
円

申
込
締
切

十
二
月
十
五
日

スク着用で 

ご参列ください 

マ 

密を避けてください


